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これまで，交差点および交差点付近の交通事故対策として，交差点改良や道路のカラー舗装などによる

様々な対策行われてきた．本稿では，交通事故危険性と交差点構造やその特性との関係性を明らかにする

ことに加え，交通事故対策が事故危険性の削減にどのような影響を与えるかを分析することで，効果的・

効率的な対策の検討をすることを目的とする．愛知県内における信号交差点を対象とした調査を実施し

種々のデータを取得した．これを分析した結果，危険運転として挙げた信号無視，停止線越え，制限速度

不保持，超過速度について，交差点構造やその特性のデータを用いて比較的精度の高いモデルの構築がで

きた．また，信号無視と停止線越えについて車間距離および車間時間が影響していること，カラー舗装に

よる抑制効果があることが示された． 
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1. はじめに 

 

わが国における平成29年中の交通事故発生件数は約47

万件あり，死亡事故件数が約3600件，重傷事故件数が約

3万5000件，軽傷事故件数が約43万件となっている．ま

た，交通事故死者数は約3700人で，同年の愛知県の交通

事故死者数は200人であり1)，全国で最も多いという結果

となっている．さらに，2017年までで愛知県の交通死亡

事故件数は，15年連続ワースト1位という状況である． 

交通死亡事故発生地点の割合は，交差点及び交差点付

近で約５割を占めており，交差点付近の交通事故対策が

重要となっている．交差点付近の交通事故対策の主な例

として，道路のカラー舗装や「追突注意」などの様々な

路面標示によるドライバーへの注意喚起を促す対策があ

る．また，公共事業費の削減に伴い，安価で効果の高い

交通安全対策へのニーズが高まっており，交差点付近の

カラー舗装は実施せず，路面標示のみによる対策や，カ

ラー舗装の長さの縮小も進められている． 

愛知県内でも事故危険個所を選定し，交差点付近のカ

ラー舗装化に取り組み，多くの交差点で事故件数を削減

している．しかし，カラー舗装化が取り組まれている地

点でも，各交差点およびその付近での事故削減の効果に

差があるため，さらなる分析と対策が望まれる． 

これらのことから，多様な交差点構造やその特性に対

して，効果的・効率的な対策を実施していくことが重要

となっている．そのためには，実際に起きた交通事故や，

交通安全上問題のある危険運転が多い交差点の交差点構

造や特性などを明らかにすることが必要である．これま

で，交差点の事故を対象にした分析は多く行われており，

例えば，コリムら2) は交差点における出会い頭事故およ

び進路変更巻き込み事故を対象に事故発生メカニズムの

モデルを構築し，事故発生リスクに影響を与える要因に

ついて考察している．また，小谷ら3) は，走行方向別・

事故類型別に交通事故発生件数を推計するモデルを構築

し，方向別の交通量，車線数および交差点形状などの変

数が影響を与えることなどを示している．さらに，塩見

ら4) は，交差点の幾何構造の違いが交差点事故に与える

影響を分析しており，横断歩道長など交差点規模を表す

変数が有意に事故発生リスクに影響を与えることなどが

示されている．このように，交差点形状や交差点規模に

着目して，事故類型別にモデルを構築し，分析を行って

いる研究は多く行われている．しかし，交通安全上の観

点から，交通事故の発生に密接に関係していると考えら

る，信号無視や停止線越え，速度超過などの危険運転の
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発生傾向を分析している研究は多くない． 

そこで本研究では，危険運転事象の発生を交通事故危

険性とみなし，交通事故危険性と交差点構造やその特性

および路面標示種別との関係性を明らかにすることを目

的とする．本研究では，交通事故危険性として，「信号

無視（黄・赤進入）」，「停止線越え」，「制限速度不

保持」，「超過速度」を危険運転として挙げ，調査・分

析を行う．また，カラー舗装と1/3カラー舗装および路

面標示のみによる事故対策の各危険運転抑止への効果の

違いについても検証するものとする． 

 

2. 調査概要 

 

（１） 調査交差点概要 

 本研究では，名古屋市，稲沢市，一宮市，稲沢市，安

城市，岡崎市において，交通事故が多発している信号交

差点を主に調査し，合計28交差点で観測調査を実施した．

各交差点において，進行方向別で異なるデータとして取

り扱い67データを取得した．また，調査した交差点は，

愛知県内のカラー舗装が施工されている交差点，路面標

示のみが施工されている交差点，従来の1/3のサイズの

カラー舗装が施工されている交差点，何も対策がされて

いない交差点の４パターンである． 

 

（２） 調査方法および調査項目 

各交差点における調査項目と定義を表-1に示す．交差

点構造やその特性および路面標示種別に着目した分析を

行うために，各交差点での「現地調査」，交差点の様子

をビデオで撮影し解析する「解析調査」，「Google Map

を利用した交差点構造調査」を行い情報を取得した．現

地調査は晴れの日の平日13時から17時の間で行い，現地

調査および解析調査での情報取得では，各交差点の方向

別で，5サイクル分のデータを取得した．現地調査にお

ける交差点進入速度の計測では，スピードガン

（Bushnell，スピードスターV，東京）を使用した．また，

解析調査における安全車間距離不保持台数の計測に用い

る車間距離は，先行車両と後続車両の車速が同じである

と仮定し，「先行車両の車速」と「先行車両と後続車両

との車間時間」との積として算出した．また，停止距離

についての算出条件は，運転者の反応時間を0.75秒，路

面の摩擦係数を0.7，車輪固定条件とした． 

 

3. 危険運転と交差点構造やその特性および路面

標示種別との関連分析 

 

 危険運転と交差点構造やその特性および路面標示種別

との関係性を明らかにするために，相関分析を行った．

相関分析により算出された相関係数を表-2に示す．相関

係数が0.5以上のものに着色している． 

 表-2より，信号無視は直進交通量が多く，流入車線数

や流出車線数が多い比較的大きな交差点で多発している

ことが分かる．また，信号無視・停止線超えについて，

安全車間距離不保持台数，車間時間（2秒，3秒）不保持

台数と強い相関を示している．このことから，信号が青

信号から黄・赤信号に推移するタイミングにおける車間

距離・車間時間が短い車両が多い交差点では，信号無

視・停止線越えが多発すると考えられる．また，車間時

間（2秒）不保持台数と車間時間（3秒）不保持台数を比

較すると，車間時間（3秒）の方が信号無視・停止線越

えと相関が高かった．ここで，信号無視・停止線越えに

 
表-1 調査項目とその定義 

調査項目 定義

停止線越え台数（台/５サイクル） ５サイクルあたり停止線を超えて停止した車両台数

安全車間距離不保持台数

（台/５サイクル）

直進車線において、nサイクル目の最後に交差点を通過し

た車両とn+1サイクル目の先頭車両との車間距離につい

て、「車間距離＜当該車両の停止距離」を満たす車両台数

の合計

車間時間（2秒）不保持台数

（台/５サイクル）

直進車線において、nサイクル目の最後に交差点を通過し

た車両とn+1サイクル目の先頭車両との車間時間（秒）に

ついて、「車間時間＜2」を満たす車両台数の合計

車間時間（3秒）不保持台数

（台/５サイクル）

直進車線において、nサイクル目の最後に交差点を通過し

た車両とn+1サイクル目の先頭車両との車間時間（秒）に

ついて、「車間時間＜3」を満たす車両台数の合計

交差点内直進距離（m） 流入前停止線から流出先の横断歩道までの距離

信号交差点密度（箇所/km）
各交差点における流入・流出方向500m以内の信号交差点

の数

流入側信号交差点密度（箇所/km）各交差点における流入方向1km以内の信号交差点の数

流出側信号交差点密度（箇所/km）各交差点における流出方向1km以内の信号交差点の数

流入側信号交差点間距離（m） 各交差点における流入方向一つ手前の交差点までの距離

流出側信号交差点間距離（m） 各交差点における流出方向一つ手前の交差点までの距離

カラー舗装の有無 カラー舗装が実施されている

1/3カラー舗装の有無 幅、長さともに従来の1/3のカラー舗装が実施されている

路面標示の有無 「追突注意」などの路面標示のみが実施されている

Google Mapより取得

調査項目 定義

交差点進入速度（km/h） 交差点に流入する前際の車速

制限速度不保持台率（%）
速度を計測した車両の内、制限速度を超えた速度で走行し

ている車両の割合

超過速度（km/h）
制限速度を超えた速度で走行している車両の、超過速度の

平均

直進交通量（台/サイクル） 1サイクルあたり交差点を通過した車両の台数

大型車台数（台/サイクル） 1サイクルあたり交差点を通過した大型車両の台数

信号サイクル長（秒） 各交差点の信号1サイクルの時間

直進青時間（秒） 各交差点の直進の青時間

黄色時間（秒） 各交差点の黄色時間

流入車線数(本）
各交差点に流入する直進車線数（左折または直進の車線を

含む）

流出車線数（本） 各交差点から流出する車線数

制限速度（km/h） 各交差点に流入する車線の制限速度

右折車専用車線数(本） 各交差点に流入する右折車専用車線数

歩行者信号点滅時間(秒） 各交差点における流入方向の歩行差信号の点滅時間

歩行者信号と車道信号の時間

ギャップ

各交差点における流入方向の歩行者信号と車道信号が赤に

なるまでの時間差

歩行者信号点滅後時間
各交差点における流入方向の歩行者信号点滅し始めてから

車道信号が赤になるまでの時間

信号無視台数（台/５サイクル）
５サイクルあたり信号が黄色・赤点灯後に交差点に進入し

通過した車両台数

現地調査

解析調査
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ついて，特に相関が強かった車間時間（3秒）不保持台

数との散布図を図-1，図-2に示す．図-1，図-2より，車

間時間（3秒）不保持台数の増加に伴い，信号無視・停

止線越えも増加することが読み取れる．また，車間時間

（3秒）不保持台数は路面標示のみおよび対策なしの交

差点で多いことが読み取れる．制限速度不保持台率およ

び超過速度については，交差点構造やその特性および路

面標示種別との強い相関は見られなかった．  

 また，危険運転と路面標示種別の相関に着目すると，

信号無視・停止線越えとカラー舗装ダミー（あり：1，

なし：0）・1/3カラー舗装ダミー（あり：1，なし：0）

との相関係数は負となっている．そこで，路面標示種別

での信号無視発生件数・停止線越え発生件数を図-3，図

-4に示す．図-3より，信号無視について，カラー舗装お

よび1/3カラー舗装と路面標示，カラー舗装と対策なし

で有意差が見られた．このことから，カラー舗装による

対策は，路面標示のみの対策や対策なしと比較して，信

号無視を抑制する効果が大きいことが示された．図-4よ

り，停止線越えについて，カラー舗装と路面標示および

対策なしについて有意差が見られた．このことから，カ

ラー舗装による対策は，路面標示のみの対策や対策なし

と比較して，停止線越えを抑制する効果が大きいことが

示された． 

  

 

（*：10％有意 **：5％有意） 

図-3 路面標示種別での信号無視発生件数 

（*：10％有意 **：5％有意） 

図-4 路面標示種別での停止線越え発生件数 

図-1 信号無視と車間時間（3秒）不保持台数の散布図   

図-2 停止線越えと車間時間（3秒）不保持台数の散布図 

    

表-2 各変数の平均と分散および危険運転との相関係数 

信号無視台数

（５台/サイクル）

停止線越え台数

（５台/サイクル）

速度超過台率

（％）

超過速度

（km/h）
平均値 分散

交差点進入速度（km/h） 0.24 0.02 0.12 0.20 45.0 8.62

直進交通量

（台/サイクル）
0.54 0.31 -0.23 -0.20 23.3 19.5

大型車台数

（台/サイクル）
0.32 0.08 0.09 0.08 1.8 1.66

信号サイクル長（秒） 0.30 0.18 -0.08 0.04 128 30.4

直進青時間（秒） 0.11 -0.02 0.13 0.06 50.8 19.3

黄色時間（秒） 0.06 0.14 0.08 0.18 3.47 0.615

流入車線数（本） 0.58 0.37 -0.27 -0.14 1.85 0.78

流出車線数（本） 0.64 0.36 -0.22 -0.14 2.00 0.95

制限速度（km/h） 0.45 0.24 -0.39 -0.31 53.3 8.42

右折車専用車線数（本） 0.31 0.21 -0.37 -0.33 0.88 0.48

歩行者信号点滅時（秒） 0.25 0.23 -0.30 -0.07 7.14 2.64

歩行者信号と車道信号の

時間ギャップ（秒）
0.17 0.14 0.04 0.03 5.93 1.49

歩行者信号点滅後時間

（秒）
0.26 0.23 -0.15 -0.07 12.9 3.88

安全車間距離不保持台数

（台/５サイクル）
0.69 0.53 -0.22 -0.30 0.729 1.16

車間時間(２秒)不保持台数

（台/５サイクル）
0.53 0.53 -0.18 -0.25 0.712 1.20

車間時間(３秒)不保持台数

（台/５サイクル）
0.70 0.62 -0.24 -0.35 1.47 1.82

交差点内直進距離(m) 0.30 0.43 -0.30 -0.13 41.7 13.8

信号交差点密度

（箇所/km）
0.19 0.24 -0.45 -0.21 7.44 3.45

流入側信号交差点密度

（箇所/km）
0.18 0.25 -0.29 -0.28 3.42 1.94

流出側信号交差点密度

（箇所/km）
0.09 0.11 -0.34 -0.06 3.12 1.97

流入側信号交差点間距離

（m）
-0.22 -0.13 0.12 0.19 363 226

流出側信号交差点間距離

（m）
-0.11 -0.04 0.11 0.27 327 234

カラー舗装ダミー

（有：1、無：0）
-0.36 -0.26 0.35 0.35

路面標示ダミー

（有：1、無：0）
0.40 0.10 -0.20 -0.11

1/3カラー舗装ダミー

（有：1、無：0）
-0.12 -0.12 -0.17 -0.25
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4. 危険運転のモデル化 

 

交差点構造やその特性が危険運転に及ぼす影響を詳し

く調べるために，重回帰分析により，「信号無視（黄・

赤進入）」，「停止線越え」，「制限速度不保持」，

「超過速度」の四種類の危険運転モデルを作成した．各

危険運転モデルの判定パラメータを表-3～表-6に示す． 

表-3の信号無視モデル1より，車間時間（3秒）不保持

台数，流出車線数のパラメータは正であり，流出側信号

交差点密度，歩行者信号点滅後時間のパラメータは負で

あった． 

このことから，信号が青信号から黄・赤信号に推移す

るタイミングにおける車間時間が3秒より短い車両が多

い交差点では，当該車両の運転者は信号現示よりも前方

または後方の車両を意識するため，信号無視が多発する

と考えられる．また，流出先車線数が多いと車速が大き

くなるため，信号無視が多くなることが考えられる．さ

らに，流出側信号密度が大きいと流出先の滞留などが起

きやすく，結果車速が減少し信号無視が減少すると考え

られ，さらに歩行者信号点滅後時間が長い場合，比較的

遠い位置から信号の変わるタイミングを予測することが

でき信号無視が減少すると考えられる． 

表-3の信号無視モデル2の信号無視推定パラメータよ

り，大型車台数，車間時間（3秒）不保持台数のパラメ

ータは正であり，カラー舗装ダミー（あり：1，なし：

0）のパラメータは負である．このことから，大型車台

数が多い交差点では圧迫感や見通しが悪くなることが想

定されるため，信号無視が増加すると考えられる．また，

カラー舗装があることにより，運転者への注意喚起がな

され，信号無視の減少につながると考えられる． 

表-4の停止線モデルより，車間時間（3秒）不保持台

数，交差点内直進距離のパラメータは正であった．信号

が青信号から黄・赤信号に推移するタイミングにおける

車間時間が短い車両の多い交差点では，信号無視同様，

当該車両の運転者は信号現示よりも前方または後方の車

両を意識するため，停止線越えが発生すると考えられる． 

表-5の制限速度不保持モデルより，交差点進入速度の

パラメータは正であり，信号交差点密度，直進交通量，

制限速度のパラメータは負であった．信号交差点密度や

直進交通量が大きい交差点では速度が抑制され，制限速

度不保持台数が少なくなることが考えられる．また，制

限速度が低い交差点では，それを超える速度で走行する

車両が多くなると考えられる． 

表-6の超過速度モデルより，流出側信号交差点間距離，

交差点進入速度のパラメータは正あり，直進交通量，制

限速度は負であった．流出側の信号交差点間の距離が大

きいことで，当該車両の運転者の速度超過に対する抵抗

が小さくなり速度が高くなると考えられる．また，制限

速度不保持モデルと同様に，交通量の多い交差点では，

速度が抑制されることが考えられ，さらに制限速度が低

い交差点では，超過速度が大きくなると考えられる． 

 

 

 

表-3 信号無視モデル 

 

 

（*：10%有意 **5％有意 ***：1%有意） 

表-4 停止線越えモデル 

（*：10%有意 **5％有意 ***：1%有意） 

表-5 制限速度不保持モデル 

（*：10%有意 **5％有意 ***：1%有意） 

表-6 超過速度モデル 

（*：10%有意 **5％有意 ***：1%有意） 
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5. 結論 

 

 本研究では，交通事故危険性となる危険運転を信号無

視（黄・赤進入）」，「停止線越え」，「制限速度不保

持」，「超過速度」とし，交通事故危険性と交差点構造

やその特性および路面標示種別との関連性，危険運転の

モデルを構築した．これらのことから以下の知見を得た． 

① 信号無視は直進交通量が多く，流入車線数や流出

車線数が多い比較的大きな交差点で多発している． 

また，信号無視・停止線越えは安全車間距離不保

持台数，車間時間（3秒）不保持台数と強い相関を

示したことから，信号が青信号から黄・赤信号に

推移するタイミングにおける車間距離や車間時間

が短いと，信号無視・停止線越えが発生しやすい． 

② 路面標示種別に信号無視・停止線越えを分析する

と，路面標示のみ・対策なしの交差点よりも，カ

ラー舗装による対策が実施されている交差点のほ

うが発生が少ないことが示された． 

 また，得られた知見関して，以下に示す課題があるた

め，今後修正の必要がある． 

① 本研究では，取得したデータ数が少ないため，信

頼性を上げるためにデータ数を増やしていく必要

がある． 

② カラー舗装による対策が信号無視・停止線越えの

抑制に有意であると示されたが，事前事後のデー

タを比較したものではないため，事前事後のデー

タでも検討する必要がある． 
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FACTOR ANALYSIS ON TRAFFIC ACCIDENT RISKS FOCUSING ON 

INTERSECTION STRUCTURE AND ROAD MARKING TYPE 

 

Kohei MIYAZAKI, Motohiro FUJITA  

 
Various countermeasures have been taken so far, such as color pavement of roads, as measures against 

traffic accidents near intersections and intersections. In this paper, we aim to examine effective and effi-

cient countermeasures by clarifying the relationship between the traffic accident risk and the intersection 

structure or its characteristics, and analyzing how the traffic accident countermeasure affects the reduc-

tion of the accident risk. We conducted a survey targeting signal intersections in Aichi Prefecture and ac-

quired various data. As a result of analyzing this,I was able to build a model of "signal ignoring", " stop 

line Acrossing ", " Limit speed not held" and "excess speed" listed as dangerous driving, using data on the 

intersection structure and characteristics. In addition, it was shown that " signal ignoring" and " stop line 

Acrossing" are affected by  the distance between cars and inter-vehicle time, and it is shown that color 

pavement have the effect of suppressing. 
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